
学校名  川北町立川北中学校 

 

取り組み 「学び合いとレポートの工夫によって考えを深める。」 

     ～理科の授業より～ 

１、生徒の現状 

本校の生徒は、理科が好きな生徒が多い。特に観察実験を意欲的におこなう生徒が多数いる。 

また、学年に差はあるが、レポートや宿題などの提出物の提出状況はかなり良い状況である。 

ただ、本校だけではないが、実験結果をグラフにすることが苦手にしている生徒が多い。それ

に計算（速さ・時間・距離、密度・質量・体積、電流・電圧・抵抗など）に苦手意識を持ってい

る生徒はかなりいる。 

２、理科における活用する力 

活用する力として、思考力や判断力、表現力を挙げることができる。 

思考力や判断力を高めるためには、既習事項を利用して、発展的な課題・身の回りの事象に対し

理科的に考える力を育てたいと考えた。そのために、生徒の現状から、観察実験を多くおこなう

ように意識して授業をおこなっている。課題を明確にして、課題解決のための観察実験おこなう

ことをはっきり示した。特に課題→課題の予想→観察実験→結果→考察という順序をはっきり生

徒に意識させた。 

また、表現力を高めるために、自分の考えを、根拠に基づいて分かりやすく伝える力を付けさ

せたいと考えた。そのため、一人ひとりの意見、班毎の意見を発表する場と時間を確保した。そ

れに、観察実験後のレポート作成の注意として、対照実験やグラフ化など、科学の基礎となる考

え方を意識させるようにした。 

３、学ぶ意欲を高める授業の工夫 

  授業や掲示等で、生徒の観察実験のレポート・作品の考え方・感想などを紹介することや、興

味深い現象・事象や記事、考えや発展的な課題を紹介している。また、自然現象をより身近に感

じ、興味を持って学習できるように、身近な教材や地域教材を取り入れた観察実験を多くしてい

る。地域教材として、１年次で校舎周辺の野外観察を何度かおこなっており、夏休みの科学作品

も掲示した。 

 

４、実践例 

（１）教材名 磁石や電池で区別できるかな 

（２）本時のねらいと評価規準 

 ①観察・実験の技能・表現・・・物質が磁石につくかどうか、電気を通すかどうかを適切に調べ、                

その結果によって分類することができる。 

 ②自然事象についての知識・理解・・・金属と非金属の違いについて理解する。 

（３）活用力を向上するための学ぶ意欲を高める授業の工夫 

 ★課題に対して、予想・実験・結果・考察の順で授業をすることで、学ぶ意欲を高める。 

 ★予想や結果の発表をする時は、班内での言語活動を十分行い、「表現力」の向上をはかる。 

（４）準備・・・磁石・電球・乾電池・乾電池ホルダー・導線   

 



（５）指導過程 

 

 

 

  学習活動 

 

 

 主な発問（●）と指示（▲） 

 予想される生徒の反応（・） 

 教師の支援（△）と 

 評価（☆） 活用力（★） 

 Ｔ１ Ｔ２ 

 

つ 

か 

む 

５ 

分 

 

身の回りの物質を分

ける方法を考える。 

思い出してみよう 

 

 

 

 

▲写真は何をしているところか考

えよう。 

●どんなものが磁石についたか。 

どんなものが電気を通したか。 

・磁石につくもの…鉄 

・電気を通すもの…鉄・アルミニウ

ム 

 

 

生徒の様子や

発言を記録す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め 

る 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

課題を把握する。    

 

 

 

☆物質が磁石につくかどうか、電気を

通すかどうかを適切に調べその結果

によって分類することができる。 

△磁石の使い方、回路のつなぎ方を思

い出させ、実験結果のまとめ方を工夫

させる。 

★班ごとに、磁石につくものと、電気

を通すものを話し合い、理由と共に発

表する。 

 

 

 

磁石につくのはどんな物質だろうか。また、電気を通すのは

どんな物質か。 

 

 

  

▲教師の準備した物は必ず調べさ

せる。 

 

 

 

 

▲班内で意見を話し合い、発表する

ことで、深め合う。 

 

結果を予想する。 

班内で意見を交流し

あう。 

実験する。 

 

 

結果を表にする。 

班の観察結果を発表

する。 

生徒の様子や

発言を記録す

る。 

つまづいてい

る生徒を支援

する。 

生徒の意見を

記録する。 

 

ま

と

め 

る 

10 

分 

 

考察する。本時の実

験で分かったことを

まとめる。 

 

 

本時の自己評価をす

る。 

●磁石につく物は何か。電気を通す

物は何か。分類する。 

 

 

 

▲実験レポートを完成するように

指示する。 

つまづいてい

る生徒を支援

する。 

 

 

 

 

☆金属と非金属の違いについて理解

する。 

△金属の特徴として、電気を通すこと

、金属光沢など共通の性質があること

を説明する。 

★課題・予想・実験・結果・考察の流

れで、意欲を持ってとりくむ。 

 

 ５、成果と課題 

  課題を意識して、授業に参加し、観察実験をおこなう生徒が増えた。また、学び合いの場を確保す

ることで、コミュニケーションの能力が高くなったようだ。それに、友達や先輩の上手にまとめられ

ているレポートを掲示することで、自分の言葉で、考察や感想を適切に書いてあるレポートが増えた。

これらから、実験結果の定着も高まった。 

 定期テストにおいては、知識理解・観察実験からの問題については、正答率も高い。しかし、科学

的な思考を答える問題は十分とはいえない。それで、今後も、思考力の向上をはかり、活用力を伸ば

す授業づくりの工夫を行っていきたい。 



授業のレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他のレポート ２年「電気と電流」 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他のレポート 1年「光合成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他のレポート １年「根や茎のつくり」 

 


